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4. おわりに 

 ここでご紹介した南極氷床の変動は、最近 20 年の間にようやく明らかになってきました。
数 10 年という短い時間スケールで氷床に⼤きな変化が起きることに私たち研究者も驚いて
います。⼈⼯衛星による⾼度な観測が正確な氷床変動を記録し、その変動が⼤気の温暖化だ
けでなく、海洋の変化や、氷床の流動に影響を受けていることが⽰されつつあります。21

世紀に⼊って⾒いだされた南極氷床の変化が、この先どのように続いていくのか、より正確
な観測で推移を⾒守っていく必要があります。またそのような継続的な観測と合わせて、氷
床の急激な変動を引き起こすメカニズムの解明も重要な課題です。棚氷の底⾯がどのように
融かされているのか、なぜ氷床の流れが加速するのか、そして氷床の内陸で降雪量はどのよ
うに変化しているのか。南極氷床には、まだまだ分からないことがたくさんあるのです。 

また、もっと良く分かっていないのは、南極氷床の変動が地球環境に与える影響です。氷
の融解によって⽣じる環境変化は海⽔⾯の上昇だけではありません。淡⽔の流⼊による海洋
循環の変化は、地球規模の気候変動を引き起こすことが知られています。また氷床の融け⽔
は南極沿岸の海洋⽣態系に影響を与えることでしょう。これらの謎を解くためには、⼤気や
気象、海洋、海氷、地質、地形など様々な分野と連携した氷河研究が必要になっています。
広い分野の⽅々と協⼒して、南極における氷床の変化、その地球環境への影響を明らかにし
ていきたいと考えています。 
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